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P311a 原始惑星系円盤に埋もれた原始惑星AB Aur bの発見
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Tamura (UTokyo/ABC/NAOJ), and AB Aur paper team

原始惑星系円盤は惑星形成の現場であるが、その円盤に未だ埋もれ強く質量降着中の「原始」惑星を直接撮像
することは、惑星形成過程を理解する上で極めて重要である。既に報告されている PDS70bcは円盤中の空隙領
域に発見された、いわば「若い」惑星と言える。さらに若い段階にある原始惑星の発見は惑星形成観測の大きな
マイルストーンとなる。今回、我々はすばる望遠鏡とハッブル望遠鏡を用いて、AB Aurという若い恒星をとり
まく原始惑星系円盤内、主星から約 90au離れた場所に埋もれた原始惑星 AB Aur bを直接撮像する事に成功し
た (Currie et al. 2022, Nature Astronomy)。AB Aurの円盤には惑星と円盤の相互作用によってできたと考えら
れる非対称構造が複数報告されており、AB Aur bの存在はこの予測に合致しているものである。更に偏光観測
を利用し円盤からの散乱光を探査した結果、AB Aur bの位置に対応する偏光シグナルが検出されなかったこと
からAB Aur bのシグナルが円盤の微細構造によるものではないことを確認し、更に可視光領域による直接撮像
によりAB Aur bの位置においてHα輝線を検出した。今回の観測結果とこれまでに円盤観測から示唆されてき
た惑星形成の仮説を組み合わせると、重力不安定による木星型惑星形成による証拠と捉える事ができる。


